
ＦＤに関する情報収集、参加者間の交流を目的として、ポスターセッションが行われました。
大学コンソーシアム京都加盟大学の教員、職員、学生が所属大学の特徴的な FD の取り組みを
発表しました。

ポスターセッション

3/6（日）
10：00－15：30（コアタイム　12：00－13：30）
1号館

（掲載は学校名五十音順）　　　

大学教育を再考する
～イマドキから見えるカタチ～
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テーマ 外国語⾃律学習⽀援室 NINJA における学習⽀援の取組 
学校名 京都外国語⼤学 

発表代表者 村上正⾏ 

連名発表者 
⾼橋 恵⼦ 井ノ⼝ まりこ 河野 弘美 花本 知⼦ 

坂本 季詩雄 ⽯川 保茂   

キーワード 
⾃律的学習 外国語学習 
学習環境 学習⽀援     

発表の概要 

京都外国語⼤学では、⾃律的な学習者の育成を⽬的として、外国語⾃律学習⽀援
室NINJA（Navigating an Independent Non-stop Journey to Autonomy）
を 2014 年に設⽴した。NINJA では、⽬的に応じた 3 つのエリアを準備し、アドバイジン
グセッションやスピーキング・ライティングセッション、ワークショップなどを実施し、学⽣の⾃律
的学習を⽀援している。本発表では、2 年間の NINJA における学習⽀援の取組につい
て紹介する。 
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テーマ 
授業評価アンケートをどのように授業改善に役⽴てるのか 

―京都華頂⼤学・華頂短期⼤学教育開発センターの事例紹介Ⅱ― 
学校名 京都華頂⼤学・華頂短期⼤学 

発表代表者 浅⽥ 瞳 
連名発表者 松尾 章⼦ 堀出 雅⼈   

キーワード 
アクティブ・ラーニング 授業評価 
⼤規模講義の実践 教育改⾰ 

発表の概要 

京都華頂⼤学・華頂短期⼤学教育開発センター（以下センターと略）は⽂部科学省
「⼤学教育改⾰地域フォーラム」の本学での開催（2012 年）を契機に、学⻑のリーダ
ーシップの下、全学を挙げ教育改⾰に取組む「教育改⾰会議」と連携し、教員 FD や教
育⽅法の改善を推進する機関として研究員６名が中⼼となり事業を進めている。 
本年度は「本学のアクティブ・ラーニングの実践報告」として、主事の浅⽥が幼児教育学
科２回⽣を対象とし、共同で担当している「幼児と⽣活」におけるアクティブ・ラーニングの
実践についてその内容と授業評価がどのように関係したのかの報告を⾏う。 
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テーマ アクティブラーナー⽔準度のアセスメント調査・分析 
学校名 京都光華⼥⼦⼤学 

発表代表者 酒井浩⼆ 
連名発表者 藤⽥⼤雪 ⼩澤千昌 阿部⼀晴 乾明紀 

キーワード 
アクティブラーナー アセスメント 

学習マネジメント⼒ 基礎学⼒ 

発表の概要 

⼤学教育再⽣加速プログラム（AP）の事業の⼀環で、アクティブラーナー（ALer）育
成に向け、AL ⽔準調査を本学の 3 学科・専攻で実施した。調査項⽬は、学習マネジメ
ント、基礎学⼒、学習動機づけの 3 領域に分類した。本発表では、その調査分析結果
と、学⽣の ALer ⽔準度の向上に向けた授業運営、授業外課題、学習環境の改善策
と平成 28 年度に向けた実施体制を提起する。 
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テーマ 
学科内での授業改善策の議論を促す仕組み作り： 

「授業アンケート結果に対する担当教員のコメント」の活⽤ 
学校名 京都光華⼥⼦⼤学 

発表代表者 橋本智也 
連名発表者 ⼟佐嘉宏 相場浩和 ⽔野豊  

キーワード 
授業アンケート 学⽣による授業評価 

授業改善 FD 

発表の概要 

「教育の質を⼤学⾃らが保証する体制」が必要とされる中、京都光華⼥⼦⼤学と京都
光華⼥⼦⼤学短期⼤学部では、学科内での授業改善策の議論を促す仕組みとして、
授業アンケート（学⽣による授業評価）を活⽤する取り組みを進めている。具体的に
は、従来、集計結果（数値・⾃由記述）に対する担当教員の全コメントを⼀覧にして、
学内ポータルサイト上で学⽣・教職員に公開するだけであったが、今年度（平成 27 年
度）から、学科内で各教員のコメントを相互に確認するとともに、学科として組織的に対
応すべき授業改善策などを議論する取り組みを開始した。議論の結果については、各学
科が FD 関連委員会で報告を⾏った。それらの取り組みによって、各担当教員が個々の
授業を振り返るとともに、各学科内で授業の体系性を改めて確認する機会を設けること
ができ、「教育の質を⼤学⾃らが保証する体制」の部分的な構築につなげることができ
た。議論が⾏われた改善策の実施状況の検証などが今後の課題である。 
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テーマ 学習⽀援の活性化：京都光華⼥⼦⼤学学習ステーションの取り組み 
学校名 京都光華⼥⼦⼤学 

発表代表者 藤⽥ ⼤雪 
連名発表者 ⼩澤 千晶 塩崎 正司 瀧澤 透 鳴岩 伸⽣ 

キーワード 
学習⽀援 ピアサポート 

アクティブラーニング 基礎学⼒   

発表の概要 

学習⽀援部署である学習ステーションにおいて、初年次科⽬「仏教の⼈間観」「シチズン
シップ」「数と計算」と連携した学習⽀援を⾏った。主な⽀援内容は、ミニ講座（ノートテ
イクの技術、レポートの書き⽅、⽂章作成術など）の実施、レポートの添削指導、希望
者へのグループ指導、学⽣チューターによる個別指導などである。本発表では、⼀連の学
習⽀援の詳細とその効果について報告する。 
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テーマ グローバル・サイエンス・コースの取組と学⽣の⾃主的な学び 
学校名 京都産業⼤学 

発表代表者 伊⽊貴⼦ 
連名発表者 桜井延⼦ ⾼⽊征弘 ⽔⼝充 中村暢宏 

キーワード 
グローバル・サイエンス・コース グローバル⼈材 

学部連携 ⾃主性 

発表の概要 

京都産業⼤学では、理学部・コンピュータ理⼯学部・総合⽣命科学部の理系 3 学部と、外
国語学部の連携によって世界で活躍できる理系産業⼈を育成するグローバル・サイエンス・コ
ース（以下、GSC）を 2014 年度より設置している。現在 115 名の学⽣が在籍しており、
学⽣は指定科⽬の履修を通じて英語⼒の向上や専⾨知識の習得などに注⼒している。学
⽣の活動はそれだけにとどまらない。秋学期集中科⽬「海外サイエンスキャンプ」を履修して世
界で活躍する理系産業⼈の講義を聞いたり、⾃主的に留学するなどし、世界で活躍すること
を⾒据えて⼤学⽣活を送る学⽣が多い。キャンパス内では、GSC ⽣を対象とした⽉例勉強
会や茶話会、昼休みを利⽤した⾃主英語学習会 GSC+などの活動に参加し、時には中⼼
となって企画・運営に携わる学⽣もいる。本発表では、GSC ⽣の活動の紹介とそれによって⽣
まれた学⽣の⾃主的な活動について報告する。 
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テーマ 
「むすぶ⼈」をうみだす⼤学として 

〜京都産業⼤学グローバルコモンズの開設〜 
学校名 京都産業⼤学 

発表代表者 尾崎 良⼦ 
連名発表者 松井 きょう⼦ 國正 淳弥 ⼩林 満  

キーワード 
グローバル⼈材育成 ラーニングコモンズ   

主体的学習 学習⽀援 

発表の概要 

京都産業⼤学では、2016 年 4 ⽉新たに語学と留学について主体的・能動的な学びを
養う場として「グローバルコモンズ」を開設する。グローバルコモンズは、学⽣が異⽂化理解
を深め、⽣きた語学⼒を⾝につけ、グローバルマインドを涵養する機会を提供する場であ
る。本学の考えるグローバルマインドとは、語学に堪能な⼈材ということだけでなく、「⾃⼰と
他者の⽂化の相違を認め、尊重・理解したうえで、コミュニケーションを⾏おうとする精神」
である。 
それらのコンセプトを体現するため、『つなぐ』、『重ねる』、『彩る』の３つをテーマに家具を
選定・設計した。本報告では、多様なコミュニケ―ションを誘発する共振空間としてのグロ
ーバルコモンズの空間デザイン等について報告する。 
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テーマ 学⽣・教員・職員で考える理想のシラバス 
学校名 京都産業⼤学 

発表代表者 佐藤⾥奈 

連名発表者 
⽥村玖美 久野祐佳 福島寛史 ⽵⾕美⾥ 
若宮健 森脇可奈⼦   

キーワード 
京産共創プロジェクト 学⽣ FD 

教職学協働 シラバス 

発表の概要 

京都産業⼤学学⽣ FD スタッフ AC 燦は、授業改善と⼤学共創を⽬的として、学⽣・教
員・職員が枠を超え、三者で語り合う京産共創プロジェクトを 2011 年より実施してい
る。本年度 AC 燦は、学⽣が授業を選ぶ基準が「単位が楽にとれるかではもったいな
い！」との問題意識から、シラバスに着⽬した「京産共創プロジェクト IV シラバス論争－
THE FIRST MISSION」を企画し、学⽣・教員・職員がシラバスに対する考え⽅の違い
（ギャップ）や思いを共有し、より良いシラバスを⽬指して、今後のシラバスのあり⽅を三
者で探るイベントを実施した。本発表では、企画内容と当⽇のディスカッションの成果につ
いて報告する。 
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テーマ 
京都産業⼤学における共通教育必修英語の新たな展開： 

【序章】教員主体の FD を基盤とした学⽣主体の授業 
学校名 京都産業⼤学 

発表代表者 ⻄⾕ 敦⼦ 
連名発表者 ⾅杵 岳    

キーワード 
FD アクティブラーニング 

TOEIC 少⼈数制クラス 

発表の概要 

京都産業⼤学では、平成 25 年度よりコミュニケーションクラスと TOEIC クラスの両輪から
構成される新たな共通教育必修英語カリキュラムへと移⾏した。本カリキュラムは、(i) グ
ローバル社会で必要とされるコミュニケーション能⼒の育成と、(ii) TOEIC という指標を⽤
いて具体的な⽬標達成を⽬指す、上⽅志向のカリキュラムとなっている。本発表では、
TOEIC クラスでのこれまでの取り組みを報告する。具体的には以下の通りである。第⼀
に、教員主体で年2回開催している教員研修（FD）の取り組みに関して報告する。第
⼆に、その FD を基盤とした学⽣主体の TOEIC 授業の実践事例を紹介する。第三に、
総合⼤学の共通教育にて 1 クラス 20 名という少⼈数制を実現し、学⽣主体の TOEIC
授業を実践することにより得た教育効果について報告する。最後に、これまでの取り組み
から⾒えてきた問題と今後の展望を⽰す。 
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テーマ 
対話を通じた教育改⾰・改善への取組 

―ミドル（各学部・教育プログラム）の教育改⾰・改善のスピード化・実質化に向けた試み― 
学校名 京都産業⼤学 

発表代表者 ⼭内 尚⼦ 
連名発表者 ⼩林 満 物部 剛 中沢 正江  

キーワード 
教育質保証システム 教育改⾰・改善 

FD 推進体制 ミドルアップダウン・マネジメント 

発表の概要 

京都産業⼤学では、これまで、トップ（全学）、ミドル（各学部・教育プログラム）、ボト
ム（各科⽬・教員）の三層構造からなる PDCA サイクルを回しながら、「学部まわり」
（各学部執⾏部と教育⽀援研究開発センター教職員による対話の場）や、「セラデス
勉強会」（学⻑、副学⻑とセンター教職員がビジョン等を共有する場）といった部局・⽴
場を越えて本⾳で語り合える「対話の場」を活⽤することで、三層の間を繋ぎ、⼤学全体
の教育の質保証に努めてきた。現在、本学では、センターの運営体制を⾒直し、副学部
⻑クラスで構成する学部 FD/SD 推進ワーキンググループを教育改⾰・改善のエンジンに
し、各学部へのデータに基づいた提案型の改⾰・改善⽀援を推し進められるような体制
へ再編成している。 
本発表では、その推進体制および、ミドル（各学部・教育プログラム）の教育改⾰・改
善のスピード化と実質化を図るために試⾏している取組内容について紹介する。 
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テーマ 雄⾶館ラーニングコモンズ学⽣スタッフ「LCS」活動紹介 
学校名 京都産業⼤学 

発表代表者 雄⾶館ラーニングコモンズ学⽣スタッフ 
連名発表者 林 隆⼆ ⻄島 奈菜 吉川 和希 髙⽥ 浩輝 

キーワード 
ラーニングコモンズ 主体的な学び 

学⽣による学⽣⽀援  

発表の概要 

京都産業⼤学では学⽣の主体的な学びを促進する「共に学び・共に創る『共創空間』」をコ
ンセプトに、⾃律学習空間「雄⾶館ラーニングコモンズ」を 2014 年 4 ⽉に開設し、学⽣参加
型の運営を展開している。2013 年 10 ⽉の仮オープン時より組織されたラーニングコモンズ学
⽣スタッフは、施設の保守管理業務の補助を有償で⾏いながら、学⽣の視点からラーニングコ
モンズのさらなる活⽤につながる提案や、イベント企画・実施を通じ学内のアクティブラーニング
推進の⼀端を担っている。 
本発表では、ラーニングコモンズ学⽣スタッフの活動状況と今後の展開について報告する。 
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テーマ 
教養教育の⼤学間連携から⽣まれた学⽣交流 

―京都三⼤学教養教育研究・推進機構における質保証の取組― 
学校名 京都三⼤学教養教育研究・推進機構 

発表代表者 ⼤倉弘之 
連名発表者 林哲介 児⽟英明 髙⽯佳⽂  

キーワード 
「単位互換」から「共同化」へ リベラルアーツ・ゼミナール 

履修登録の質保証 学⽣交流 教養教育共同化施設 

発表の概要 

京都三⼤学教養教育研究・推進機構は、京都⼯芸繊維⼤学（国⽴）、京都府⽴⼤学
（公⽴）、京都府⽴医科⼤学（公⽴）の三つの⼤学による⼤学間連携の組織であり、設
置形態を超えた教養教育共同化の取組は全国初である。北⼭⽂化環境ゾーンに「教養教
育共同化施設」を建設し、三⼤学の学⽣は 2014 年度より、同じ教室で、正課授業として
受講している。「単位互換」から「共同化」へと進化したことで、⼤学間連携が実質化されると
同時に、その質保証に関わる特有の観点も⾒えてきた。本報告では、履修登録の質保証、
学年暦の質保証、成績評価の質保証など、個別⼤学の内部質保証システムでは⾒えてこな
かった観点を例⽰する。このような⼤学間の教務事務のすり合わせは、今後展開される他の
連携事業の先⾏事例となるだろう。上記の観点は教員のみで解決できるものではないし、職
員のみで解決できるものでもない。本報告では京都三⼤学教養教育研究・推進機構の教
職協働の取組を事例として、⼤学間連携の質保証の観点、及びその対応策を例⽰する。 
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テーマ 
京都⼥⼦⼤学図書館司書課程におけるアクティブ・ラーニング実践： 

東⼭「図書館と地域」プロジェクト 
学校名 京都⼥⼦⼤学 

発表代表者 桂 まに⼦ 
連名発表者     

キーワード 
アクティブ・ラーニング アカデミック・スキル 

図書館と地域 教育実践の可視化   

発表の概要 

平成 24 年度より導⼊された図書館司書課程の新カリキュラムは，「新しい図書館に対
する展望を持ち，現状を積極的に改⾰できる⼈材」の養成に⼒を⼊れている。そこで，
本学図書館司書課程では，図書館実習を希望する受講⽣を多数含む図書館総合
演習をアクティブ・ラーニングの⼿法で授業設計し，東⼭「図書館と地域」プロジェクトの
実践を試みた（学内の平成 27 年度【学⻑採択型】「特⾊ある教育プログラム」として採
択）。 
アクティブ・ラーニングの要素としては，⼤学図書館や公共図書館の地域資料，インター
ネット上の情報，図書館員や地域の⼈から得られた地域情報など，多様な種類の情
報源を駆使して能動的な学習を進めていく点が挙げられる。また，学⽣たちが協働して
制作した東⼭の魅⼒と課題を伝える冊⼦は，学⽣⾃⾝の学習成果であると同時に，ア
クティブ・ラーニングを可視化した教育ツールとしても有⽤である。本発表では，プロジェク
トの概要と教育効果について報告する。 
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テーマ 京都府⽴⼤学 京都和⾷⽂化研究センターの取組紹介 
学校名 京都府⽴⼤学 

発表代表者 福原 早苗 
連名発表者 ⼩沢 修司 ⼩池 学   

キーワード 
和⾷⽂化 ユネスコ無形⽂化遺産 

地域創⽣戦略 世界⽂化⾸都・京都 
  

発表の概要 

「和⾷：⽇本⼈の伝統的な⾷⽂化」がユネスコ無形⽂化遺産に登録され、和⾷の持つ
⽂化性を保護・伝承・発展させ、世界に発信するとともに、京都府の地域創⽣戦略と連
携し、和⾷⽂化と地域産業・地域農業を結びつけ⾷⽂化を新産業に育て上げる⼈材の
育成が求められている。 
上記の認識の下、本学において国際的に注⽬される創造的新学問領域として和⾷⽂
化学科（仮称）の開設に向けて準備を進めている。 
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テーマ 
京都府南部地域 

ともいき（共⽣）キャンパスで育てる地域⼈材 
学校名 京都⽂教⼤学 

発表代表者 押領司 哲也 
連名発表者 中村 ⾥江⼦    

キーワード 
ともいきキャンパス 地域⼈材 

共同研究 地域志向教育 社会貢献 

発表の概要 

本学は平成 26 年度に⽂部科学省「地（知）の拠点整備事業」（⼤学ＣＯＣ事
業）に採択されました。本学は宇治市や京都市伏⾒区と協働し、建学の理念である
「共⽣」の精神を具現化するために、⼤学のリソースを地域発展に、また地域のパワーを
⼤学教育に活⽤し、⼤学と地域が共に⽣かしあい、ともに⽣き⽣きする「ともいき（共
⽣）キャンパス」」の創造を⽬指しています。COC 採択後、１年を迎え、本学の「ともいき
キャンパス」、地域⼈材育成の状況をお伝えします。 
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テーマ 
京都府南部地域 

ともいき（共⽣）キャンパスで育てる地域⼈材 
学校名 京都⽂教⼤学 

発表代表者 押領司 哲也 
連名発表者 中村 ⾥江⼦    

キーワード 
ともいきキャンパス 地域⼈材 

共同研究 地域志向教育 社会貢献 

発表の概要 

本学は平成 26 年度に⽂部科学省「地（知）の拠点整備事業」（⼤学ＣＯＣ事
業）に採択されました。本学は宇治市や京都市伏⾒区と協働し、建学の理念である
「共⽣」の精神を具現化するために、⼤学のリソースを地域発展に、また地域のパワーを
⼤学教育に活⽤し、⼤学と地域が共に⽣かしあい、ともに⽣き⽣きする「ともいき（共
⽣）キャンパス」」の創造を⽬指しています。COC 採択後、１年を迎え、本学の「ともいき
キャンパス」、地域⼈材育成の状況をお伝えします。 
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テーマ 市⺠組織と協働してひらく理科実験講座―⼤学・地域・⾏政の連携― 
学校名 京都薬科⼤学 

発表代表者 河野 享⼦ 
連名発表者 ⾼尾 郁⼦ ⼤⾕ 有佳 神⽥ 悟 川勝 章広 北出 達也 

キーワード 
まちづくり 理科実験講座 
地域連携 健康 

発表の概要 

【⽬的】京都薬科⼤学は教育・研究に加え、地域住⺠や地⽅⾃治体等と協⼒し、地域
社会の福祉に貢献することを⼤学の役割として教員と事務職員が協働して活動に取り
組んでいる。「⼭科区⼈づくりネットワーク」との連携により開催した地域児童を対象とした
「⾝近な夏の不思議体験 イン ⼭科」の 5 年間の実践と京都市⼭科区との協定を結ぶ
に⾄った経緯、地域に根ざした⼤学の在り⽅を報告する。【⽅法】本学の実験実習教育
を担当する学⽣実習⽀援センター教員が主体となり、児童が⽇常の暮らしの中にある
“薬”と“科学”に⽬を向ける機会になるよう、理科の観察と実験・実施⽅法の⽴案・検討
を⾏った。地域学区⼩学校への募集案内と参加児童の取り纏めは「⼭科区⼈づくりネッ
トワーク」実⾏委員会が担当した。【結果・考察】本活動は平成 26 年度京都市⼭科区
きずな⽀援事業推進者表彰を受けた。また、平成 27 年度「きょうと市地域⼒アップ貢献
事業者等」として表彰された。 
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テーマ 地域資格制度による組織的な⼤学地域連携の構築と教育の現代化 
学校名 ⿓⾕⼤学 

発表代表者 村⽥ 和代  
連名発表者 久保 友美    

キーワード 
地域公共政策⼠ アクティブ・ラーニング 

⼈材育成 地域連携 

発表の概要 

京都という地域の様々な課題の解決を⽬指す⼈材育成の能⼒を保証する⼤学院レベ
ルの地域資格として「地域公共政策⼠」を平成 23 年度より産学公⺠の連携のもと開
発・運⽤を⾏ってきました。平成 26 年度からは新たに学部⽣を対象とした「初級地域公
共政策⼠」を加え、運⽤をしています。その地域資格制度の枠組みやプログラム内容、そ
の取組がもたらす社会的効果等について発表いたします。 
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テーマ 地域資格制度による組織的な⼤学地域連携の構築と教育の現代化 
学校名 ⿓⾕⼤学 

発表代表者 村⽥ 和代  
連名発表者 久保 友美    

キーワード 
地域公共政策⼠ アクティブ・ラーニング 

⼈材育成 地域連携 

発表の概要 

京都という地域の様々な課題の解決を⽬指す⼈材育成の能⼒を保証する⼤学院レベ
ルの地域資格として「地域公共政策⼠」を平成 23 年度より産学公⺠の連携のもと開
発・運⽤を⾏ってきました。平成 26 年度からは新たに学部⽣を対象とした「初級地域公
共政策⼠」を加え、運⽤をしています。その地域資格制度の枠組みやプログラム内容、そ
の取組がもたらす社会的効果等について発表いたします。 
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